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関
車
問
題
rribt

駅
周
辺
に
は
、
通
勤
・
通
学
等
に
よ
争
叫
鹿
市
利
問
者
の
牌
加
に
昨
い
、
十
八
蜜
の
向
転
車
、
オ
j
ト
パ
イ
山
川
村
民

間
川
知
秋
与
に
放
慨
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
の
た
め
、
駅
間
辺
は
白
転
車
等
に
内
拠
さ
れ
、
事
行
者
の
陣
内
は
も
と

よ
れ
J

、
著
し
く
現
境
を
悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
己
で
、

ζ

れ
を
解
消
す
る
た
め
「
中
塚
市
自
転
車
白
放
陵
防
止
に

悶
ず
る
者
向
」
が
れ
九
布
さ
れ
、
四
月
十
内
円
か
ら
北
口
駅
併
周
辺
は

R
転
車
世
貯
渋
叱
沢
域
と
な
り
、
一
明
什
転

唱
が
開
け
な
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
災
比
一
時
に
お
け
る
危
険
防
止
か
ら
も
ぜ
ひ
と
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

一
平
塚
市
円
転
車
の
故
鐙
防
止
に
閉
山
一
党
総
(
地

ι仏
に
杭
刺
し
ま
す
)
を
し
ろ
い
ろ
と
迷
時
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

す
る
提
出
は
、
ま
だ
広
報
紙
で
お
て
く
だ
さ
い
。
駅
周
辺
の
放
促
山
転
車
が
な
く
す
だ
け

知

ら

せ

し

た

と

お

り

で

す

。

で

な

く

、

判

r

L

K

域

内

外

を

山

わ

ず

、

誌

に

は

、

公

民

施

設

な

ど

の

設

置

禁

止

区

域

外

の

す

べ

て

の

蓄

寝

室

な

く

宇

フ

と

日
叩
時
間
品
目
M
A
自
転
車
も
指
導
け
サ
刊
誌
U
U
日
時
た

授
栄
止
以
域
の
指
定
、
放
置
自
転
車
に
叫
か
け
民
域
以
外
の
打
転
車
耕
均
に
つ
な
お
、
羽
白
耽
わ
耕
一
小
川
ば
域
内
に
放

封
ず
る
砧
盤
な
ど
が
磁
り
込
ま
れ
て
い
い
て
は
、
相
熔
U
を
巡
回
さ
せ
、
過
日
リ

R

目
さ
れ
て
い
る
口
伝
巾
は
、
者
問
が
宍

ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
条
例
に
け
世
づ
に
支
障
を
き
手
ょ
っ
な
掛
合
は
、
渡
施
さ
れ
る
問
打
十
円
ま
で
に
、
す
べ
て

き
、
駅
前
間
辺
に
H
転
車
の
放
罰
禁
止
理
し
ま
す
。
L
H
州
政
露
白
期
合
は
、
熱
帯
闘
し
ま
す
の
で
む
れ
円
い
く
だ
さ
い
。

民
場
(
上
向
む
を
設
け
ま
し
た
。
川
区
境
内
と
同
怯
の
取
り
設
い
と
な
り

ζ

の

放

置

禁

止

区

域

は

、

平

塚

翼

手

。

オ

ー

ト

バ

イ

は

署
や
平
城
訳
、
消
印
皆
、
交
通
安
全
協
自
転
申
を
利
附
さ
れ
る
万
は
、
禁
止

会

、

追

寝

室

、

出

広

告

型

民

域

外

だ

か

ら

と

い

っ

て

む

や

み

に

平

塚

警

察

署

が

者
、
関
係
す
る
自
治
会
、
向
山
会
等
の
駐
車
し
な
い
よ
ろ
汁
ぱ
な
し
て
い
た
だ
オ
ー
ト
バ
イ
に
つ
い
丈
は
、
道
路
記

慾
弘
在
位
に
、
十
升
閉
山
山
し
た
う
え
、
君
、
な
る
べ
く
院
中
施
設
を
利
山
じ
て
地
法
の
週
間
そ
受
け
る
の
で
、
辺
境
釣

禁
止
日
域
在
一
止
め
た
も
の
で
す
。
〈
だ
さ
い
。
即
日
記
が
取
り
お
ま
り
ま
す
雪
み
な
さ
ん

A
1
同
盟
さ
れ
た
震
は
、
北
口
駅
州
花
氏
域
外
の
み
な
え
え
に
は
、
い
沼
町
立
幼
法
室
町
し
て
く
だ
さ
い
。

前
広
場
と
取
海
道
本
通
D
ま
で
の
駅
前

号、

5
5
5
A
科
関
川
者
を
募
集
し
ま
す

YZ

パ
!
ル
ロ
ー
ド
述
り
、
太
陶
初
戸
銀

u

f

l

a

y
ニ
ノ
、

4

1
コ
J
A
J
ノ

戸
山
花
羽
目
γ
抑
制
叫
紅
谷
町
自
転
車
駐
車
場
事
い
に

!

一

一

な

も

の

で

す

。

三

月

一

円

に

オ

ー

プ

ン

し

た

平

塚

駅

み

と

同

時

に

お

支

払

い

紡

い

ま

す

心

)
寸
仁
一
三
違
反
車
は
一
一
一
か
抗
日
刊
日
刊
行
ベ
h
y
h
u
u
hト
目
毎
日

鍔
一
J

l

一
月
保
管
後
処
分
封
印
日
駐
日
許
認
持

も

た

川

ム

ル

い

口

一

凶

月

十

自

以

降

は

、

政

監

禁

止

豪

華

車

崩

壊

)

も

蓄

し

て

賢

一

一

一

一

寄

与

さ

、

開

発

公

色

FIllwd

竺
に
自
転
車
霊
撃
を
員
長
二
日
か
ら
有
料
と
若
手
。
利
用
さ
社
(
内
脇
工
一
一
一
一
五
)

A
l
-
-
4
F
A一
Z
E
gしな
が
ら
警
官
在
、
期
日
内
に
お
申
し
量

と
J
-

仁
f

J

一

号

取

り

付

け

、

き

あ

と

移

動

し

ま

く

だ

さ

い

。

紅

谷

町

自

転

車

駐

日

7
h叶了一

5
T
Z
L
E転
車
問
一
一
五
月
間
マ
申
込
書

3
月

哲

三

、

ぉ

車

場

を

一

時

閉

鎖

手
仁
「
P

J

一
市
で
喜
し
、
所
有
者
の
わ
か
る
も
り
日
(
日
〉
、
初
日
(
月
〉
の
一
一
百
聞

三
J

V

4

J

1

I

J

4

一
は
、
返
還
臼
を
積
定
し
た
文
書
で
所
一
有
マ
申
込
時
間
午
前
9
時
か
ら
午
擾
5

紅
谷
町
自
転
車
駐
車
場
の
有
料
化
に

ぞ

-Dペ
寸

三

者

に

連

絡

し

、

引

き

取

っ

て

い

た

だ

き

時

ま

で

伴

し

い

、

駐

車

膳

設

を

整

備

す

る

?

ぁ

、

ム土
k
y
i拝
見
三
ま
す
。
た
だ
し
、
指
定
日
以
外
は
返
却
た
だ
し
、
定
数
に
な
り
し
だ
い
鮪
三
月
十
七
宮

S
Z十
一
時
を
も

川

口

主

主

一

1
一

で

き

喜

ん

。

そ

れ

で

も

持

ち

主

詰

め

切

り

ま

す

。

っ

て

閉

鎖

し

ま

す

。

悶翠酔雪
1
J
J羽
f

語
J一二
き
取
管
り
に
語
来
な
示
い
自
皇
転
車
雪
と
喜
者
君
の
マ
茎
受
付
露
蝿
所
紅
ハ
谷
富
凸s町自皇
転
車
喜
駐
霊
草
覇
崩
霊
按
君
に
鐙
害
い
て
玉
畠
る
言
自
転
霊
車
は
、

ユ1‘い‘Jパ、1いぺいど、ム民予p
い
戸
i:t;イ人一♂
J

一
わ
か
ら
な
い
自
転
車
車
I

は凶は抽処品分μ
し
ま
す
。
門
子
V

卦才
1
プ
y

4
月
2
日
町
z予玄?2世定ι

撒
去
手2ν
芸歩ま恥子すりでむ一注注掛意岬?ノ/ぐ〈‘、¥、、一ださい。

い
二
一
γ

午

円

1
4
:
v
f
h
!
i
L
J
j
i
t
-
-
じい
I
名
、
市
場
詰
蚤
芸
記
入
し
、
必
ず
防
犯

V
料
金
一
か
月
千
五
百
円
(
申
し
込
む
協
力
く
だ
さ
い
。

445 



地
元
自
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
平
境
市
議
厳
原
一
般
廃
車
物
最
終
処

浅
議
議
一
般
廃
援
物
最
終
処
分
場
が
完
丹
掛
篭
諮
問
刊
八
四
六
六

成
し
、
四
月
一
一
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ
ヤ
受
付
時
間
・
平
自
午
前
8
時
初
日
か

う

に

な

っ

た

。

ら

午

後

4
時
油
分
ま
で
ロ

q

土
臨
羽

己
目
処
分
場
は
、
法
に
基
づ
く
管
理
午
前
8
時
却
汚
か
ら
ロ
時
ま
で
ロ

埋
め
立
て
地
と
し
て
盤
情
古
れ
て
い
る
マ
持
ら
込
み
で
き
る
も
白
燃
え
な
い

た
め
、
指
定
さ
れ
た
属
荒
物
以
外
は
受
む
み
(
カ
ワ
ラ
、
プ
ロ
ッ
ク
、
レ
ン

げ
人
れ
ら
れ
な
い
の
で
己
注
窓
い
た
だ
ガ
等
で
一
一
む
時
以
下
の
も
の
)

き

た

い

。

マ

持

ち

込

み

手

数

料

・

一

般

家

垣

か

ら

な
お
、
い
ま
ま
で
利
用
さ
ぜ
て
い
た
排
出
す
る
も
白
一

J
4に
つ
き
一
一
一
円

だ
い
た
、
下
水
上
一
般
瞳
援
物
最
終
処
・
事
業
活
動
に
と
も
な
い
排
出
さ
れ

分
場
は
二
ニ
月
末
日
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
る
も
の
一
キ
ロ
4
に
つ
き
五
月

れ

る

。

民

持

ち

込

み

物

の

内

容

で

、

わ

か

ら

な

門
持
ち
込
み
刀
法
〕
い
と
き
は
綱
引
出
に
環
境
晴
生
業
務
課

マ
場
所
平
塚
市
遠
藤
原
冗
八
五
需
地
(
内
線
白
一
一
芯
ハ
)
へ
お
た
ず
む
を
。

①イ世αも立音uコ主的

e
f知
山

J
M
d
 

②
中
川
口

市

民

綴

談

室

お

一

一

一

一

内

線

二

九

一

Z

O
人
権
法
輔
堀
餓

{
3月
間
四
日
(
丹
〉
、

4
同
月

3
日
(
火
〉

。
行
政
苦
糟
堀
絞
日
日
時
I
認
時

。
一
般
法
諦
相
談

4
月

5
H
〈
答
、

4
月
間
日
(
与

予
約
制
(
電
語
モ
も
可
)
、
日
面
吋
1
日均時

。
宅
地
建
物
相
談

3
月
幻
日
〈
火
〉
、

u
i
M時

予
約
制
(
篭
語
で
も
宵
〉

中
登
記
、
供
託
、
澱
豪
相
談
ぺ
月
刊
叫
日
(
金
〉
、
日
時
1
話
時

。
住
宅
椙
談

3
月
四
日
〈

δ
、
臼
時
く
均
時

や
定
例
年
金
語
読

4
月
四
百
(
木
〉
、
ぬ
時
1
日
時

。
一
融
市
由
民
穏
絞
結
H
(
#
h
~し
、
土
噂
日
は
花
時
ま
で
、
日

組
・
祝
日
は
除
く
〉

。
持
費
生
活
栂
談

3
月
げ
臼
(
金
)
、
幻
臼
〈
A
V
U

、
4
月
6

日
〈
金
)
、

ω時
1
日
時

。
時
駒
場
葉
暢
許
抽
相
談

4
パ
9
日
(
月
)
閉
山
時
1
日
時

。
下
措
取
引
相
誠

3
月
日
け
口
〈
木
)
、
日
時
間
判
分
i
m時

お気軽にご利用を
車
問
少
年
穏
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
衛
)

制
剖
七
一
四
一
一
一

月
く
ん
官
晴
R
9時
i
m時
土
蝿
汗
は
立
時
ま
で

一

福

祉

会

舘

お

j
ニ
三
三
一
一
一

。
心
配
ご
と
品
相
談
毎
週
月
曜
百
(
第
五
手
経
〈
)
、
お
時
1
お
陣

。
母
子
堀
誠
時
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時
初
分

。
家
鹿
児
童
相
殺
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
f
m時

。
務
齢
者
職
襲
調
談
毎
週
百
N
f金
蝿
百
、

9
時
お
分
!
日
時

ゴ
曜
日
は
ロ
時
ま
で

。
老
人
相
銭
円
口
毎
週
火
木
曜
日
〈
た
だ
し
、
祝
日
呂
場
合
は

体
み
)
、
午
前
叩
時

i
u時



マ
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住
マ
共
済
見
舞
金

1
潟
間
以
上
白

み
、
住
民
笠
録
ま
た
は
外
国
人
目
見
医
師
の
治
慌
を
要
す
る
揖
嘗
を
受

輯
を
し
て
い
る
方
。
け
た
と
吾
に
、
そ
の
等
親
に
応
じ

マ
加
入
方
法
自
治
会
、
町
内
一
万
内
か
ら
二
十
万
円
ま
で
を
支

虫
、
市
内
の
金
曜
機
関
に
同
込
用
拾
す
る
。
死
亡
L
た
と
き
は
、
古

紙
が
備
え
て
あ
る
。
必
設
な
事
情
制
方
向
者
支
給
す
る
。

を
記
入
の
う
え
、
掛
金
を
添
え
て
マ
見
舞
金
の
請
求
事
故
発
生

申

し

込

み

を

ロ

接

、

1
年
以
内
に
請
求
を
。

1
年

マ
共
事
金
大
人
沼
尻
町
円
、
身
幸
替
る
と
支
給
官
ぎ
な
い
。

部
随
一
百
者
・
精
神
鴨
神
弱
者
-
m
山
揖
ま
た
、
怒
盟
へ
交
誼
事
故
の
居

以
上
三
百
円
、
子
供
(
中
学
生
ま
け
を
し
な
い
と
、
共
槙
問
見
舞
金
が

で

)

二

同

円

出

な

い

。

白

川

岨

告

に

よ

る

事

故

で

マ
対
袋
と
な
る
い
と
=
也
事
故
国
内
も
、
必
ず
鴇
鰐
へ
届
け
出
て
い
た

で
起
き
た
人
身
引
故
仁
限
る
。
た
だ
き
た
い
e

一

だ
し
、
加
入
省
の
成
立
、
ま
FJは
マ
問
い
合
わ
せ
先
市
交
通
安
全

重
大
な
通
告
に
よ
り
、
自
分
が
披
諜
(
亀
話
お
一
一
一
一
内
線
二

っ

た

叉

包

は

除

〈

。

五

四

〉

昨
勾
一
年
間
、
市
内
記
起
き
た
交
通

事
故
は
、
一
日
に
一
一
件
の
剖
で
発
生
し

て
い
る
。
ひ
と
た
び
交
通
型
故
に
あ
う
と
、
本

人
の
み
な
5
ず
智
族
も
精
神
的
、
経
務

的
に
六
き
な
押
打
撃
を
受
け
て
し
ま
ろ
。

一
方
、
臨
慣
簡
な
ど
に
応
ず
る
故
慌

の
方
法
と
し
て
、
自
動
車
損
詰
賠
償
責

任
保
険
等
の
制
度
が
あ
る
に
し
て
も
、

1ch引
の
花
忠
を
中
山
白
域
に
あ
げ
、

運
動
か
t
u
x
聞

し

て

い

く

。

ー

市
伐
の
皆
さ
ん
、
交
返
事
故
の
恐
3

ベ
レ

i
F
一

さ
を
2
4
4
A
し
、
交
通
ル
j
ル
と
マ
ナ
j

〆

一

九
ゲ
ヱ
践
し
て
、
子
供
た
ち
の
手
本
と
な
一
存
の
セ
凶
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、
一

っ
て
い
た
?
さ
だ
い
。
一
ミ
ス
七
夕
を
一
日
替
摂
沼
町
長
に
迎
え
、
一

な
お
、
新
人
f
F
F通
え
る
、
川
市
町
泣
に
一
交
必
一
官
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会
と
、
交
一

法
〈
か
ら
で
も
日
立
つ
よ
ラ
N
菌
色
い
一
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
受
砲
し
、
市
民
に
一
一

町
子
H

と
H

古
色
い
一
フ

y
k
セ
ル
カ
パ
一
交
通
安
全
を
訴
え
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
一

H

が

贈

ら

れ

る

。

一

マ

円

γ
時

4
月
7
日
(
士
)
午
按
1
時一

ド
一
ブ
ノ
パ
!
白
閉
さ
ん
、
黄
色
が
目
一
拍
升
か
ら
3
時

閉

山

分

ま

で

一

に

つ

い

た

ら

、

マ

大

会

蕩

誌

的

台

棒

育

館

前

広

明

ワ

ご

マ
パ
レ
ー
ド
東
海
道
本
通
り
ほ
か
。

薬品v却訂後悔μ前jく

解
と
む
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

国
民
年
金
保
検

事
故
は
副
作
泥
ハ
E
し
て
お
り
、

5
8同
を

し

益

事

故

か

ら

吋

ろ

う

こ

料

第

六

期

分

を

む
事
故
で
死
官
三
人
、
負
間
品
目
ぷ
人
一
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
同
民
年
金
第
六
期
分
(
二
月
、

を

出

し

て

い

る

。

一

子

供

と

V
M
齢
者
自
交
品
事
故
防
止
、
一
二
月
〉
由
保
段
料
納
付
期
間
は
、

替
の
、
沖
地
問
念
日
岨
動
は
、
「
新
入
学
一
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
、
シ
j
ト
ベ
ル
一
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

臨時職員の募集

。職穣嘱託車整士

。資格栄養士白資格のある方で、 59年 4月 1EJ 
現在満37歳以下町女子。

く〉聖拐努時間 月~金曜日 G盟5日) 8 '00-17' 00 
0賃金と職務月額107，000円健鹿相談や曜鹿教育
。申し込み 市販申立量産裏書を3月22日(木〉までに
職員課に提出する。電話23-1111円融321

の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ト
ス
を
整
備

車
甘
の
行
来
シ
ー
ズ
ン
秒
前
に
、
平
け
替
え
、
道
端
の
補
強
、
草
刈
り
、

境
汽
長
の
一
つ
で
あ
る
持
併
り
の
滝
暦
段
の
取
り
吋
け
な
p
h
m
行
わ
れ

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
i
ス
が
、

ζ
の
た
。

ほ
戸
湯
河
の
朽
さ
ん
の
れ
揚
力
に
よ
と
白
陪
業
は
、
制
革
、
年
コ
一
回
寝

り
轄
備
吉
抗
た
。
度
地
元
の
方
々
が
問
主
的
に
行
っ
て

ζ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
l
ス
は
、
中
い
る
も
の
で
、

ζ
ζ
主
訪
れ
る
門
さ

芳
次
の
油
、
持
降
り
の
滝
、
怯
岩
寺
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
a

苦
情
ぷ
と
乙
す
っ
。
忠
克
の
中
退
沢
自
今
年
は
異
常
葉
れ
慌
が
続
い
た
せ
い

治
会
、
下
汚
沢
自
情
告
と
平
塚
市
観
か
、
持
降
り
の
四
国
が
凍
結
し
、
見
事

¥
門
会
自
由
さ
ん
に
よ
D
、
輔
の
掛
な
玖
壁
を
つ
く
っ
て
h
fた。

75綾以上の方に、はり、きゅヨ、あんま、マッサージ

指圧的施櫛費四助成空行っています。

く〉封草食 明治42年5月31日以前に生まれた方は、 6枚

受吋、明治42草6月 18から明治43年 3月までに生

まれた方は、 75績になった月から2か月に 1牧の樽j

合で交付します。

。受膿静 1枚』こっき6∞F守の自己負担
。申し込み 4月 28から印鑑と年齢を証明できるも

り在持番町うえ、福主総務課老人事富社係へ。



7
畳
け
付
け

・
期
間

4
月
日
日
(
水
)
か
ら
j
d
R

U
日
(
金
)
ま
で

・
時
間
午
前
9
時
か
ら
午
捜
4
時
ま

で
・
場
所
市
役
所
1
階
市
箆
ホ
!
ル

討委

i i? 
会合柔
多に災

足冨 b宅必

殺;江由民主，'_i_~
i詰

る火空写をな取空所は安手学長挙事手子F雪3時五言畠ぷ事憲君主君
立1525量enZ2255;F 
fijii!日;iii!i

の
bm
遊
び

o 
家

才芭式公園

ふじみ野第3公園
吉沢公民館

金自公民館

公所青少年広場

旭北公民館

須賀公民館

豊田公民館

市原公民館

東中原公園

九日北公民館

須賀公民館

徳延神社

月見，HlJ公園

自耳石町公園

田村八坂神社

八橋公民館

構内公民館

大久保公関

大野公民館

平塩保健所

松風公盤

花71<公民館

中原公民館

大神寄木神社

金田公箆鐙

四之宮公民館

みどtコ豊かな住みよい環境づくりと災害防止

のためにいけがき設置の奨励をしています。

0いけがさきの設鐙義準

①個人自住宅用地に新しく設置するいけがき

cg孟安置するいけがきは公選に言語し、主霊長5m

以上であることa

③樹木の高吉は、 90cm以上あるζ と。

a:植栽する本散は 1mにつき3本以上。

⑤そり他詳しくは担当課へ

。補動金の額 1mにつき2，0∞円。最高
40.000円まで。
用問い合わせ公翻緑地課雄政偶

あなたの句碑を天城に建立します

く〉締比切り 5月31日

。旬散 1人 3句とする

。金費 100C円 C現金、定額為替コ

。雑融苧節は関わないが「天揖湯ケ島j を

詠んだ匂に限る。

。用紙 2∞宇言吉原稿用紙にベン曹きで、摺

書ではっきりと重量〈。

。申込応募原稿に住所、民名、俳号、電話

番号、職襲、明齢を記入して、「子410-32

静岡県出方都天揖湯ケ島町市山夫揖観光

協会俳句大会開」へ。寵話05588-5 -1056 天措湯ケ車町苛書



小さいお友造在ブランコに乗せてあげる令指ねえさん、令先輩、 も後輩、なかよ〈フラフープのさきしゃポッポ

ミ
1・

幼稚簡の遊びにも慣れたみたいです

「
喜
が
き
走
、
春
が
き
た
」

子
供
た
ち
の
明
る
い
警
戸
。

一
一
一
月
三
日
ひ
な
祭
り
の
日
に
、
市
立

品
向
百
幼
推
鴎
で
は
、
演
劇
苑
表
会
伊
一
間

き
ま
し
た
。

会
場
「
ほ
、
み
ん
な
で
作
っ
た
ひ
な

人
醇
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
劇
が
す
べ
て
自
作
と
聞
い
て
び
っ
ー
ー
:

く
白
。
物
語
か
幼
稚
な
の
は
あ
た
一
め
ま
幾

え
。
で
も
、
モ

r石
川
、
と
て
も
ほ
ほ
え

ま
し
い
一
印
象
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
同
じ
一
一
一
月
三
日
、
市
立
松
原

幼
稚
園
で
は
、
間
も
な
く
車
閑
却
す
る
r
T

供
と
、
四
月
に
入
国
す
る
子
供
と
の
交

流
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

「
大
き
い
お
友
浅
は
、
小
さ
い
お
友
護

法
に
、
幼
稚
鴎
の
乙
と
を
教
え
て
あ
げ
畿

て
く
だ
さ
い
ね
」
レ
F
見
生
白
呼
び
か
議

け
。
大
き
い
お
友
達
は
、
小
さ
い
お
友
&

達
に
、
遊

σ方
、
片
付
け
方
、
一
つ
が
い

a

の
什
力
、
手
の
洗
い
方
な
ど
を
、
と
て
撃

も
議
切
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
堕
緩

は
、
ち
ょ
っ

F)件
は
そ
う
で
し
た
。
繍
轍

弄競郡
主主を市
巨大対
A 士吉

第コ~ JJL 

手結駅
品果伝
ifj 

iiii G 
諜立〕
内聖 3体
純生月胃
二福 31セ
ニネ上日ン

三保妻子
へ噂にほ
主E 、カ=
お前

ii2521スZEPi戸通告茎トミ全fiiiFMHト婦ES三島町署
議 i宣gfh議室Ajtzコ要でJZMヰ25;五六言事長長二事i町
i!?i1iiiifEjjfi!;iF;i!i jji!iiji高[)民;22i11j
7)空15 vJhJ9  ぱ刊

/成

ザ
ジョギングを主悼にさ長軟体操、腹背などの補強運

動、ゲーム、 Yズムダンスなど。

。期間 4月11B (7)<) -6月25日(丹〉さまでの

i車3沼全日程30臼閤(原貝'1として丹、水、

金曜白〉

。時爾第1コース9時30分-10時40分 100名

と定員構2コース10時50分-12時 100名

。受付 4月 4fl (7J() )O'G見附台悼育館内悼背

諜で受付。定員となりしだい締め切る。

X受講帯望者は印鑑を持害して、本人が直接申し

込む。なお、損害探検艇として650内持参する。

京間な点はお電話で。 31-3060

臨
-3JH土第2.第4f!曜日一

自由{こ利用できます。「頼料開放J

開放種目卓球、パドミYトY、バスケット、
軟式庭球(1-4時〉、ノミレ-(4-8時〕
民各種目とも、ラケット、シャトル、ポール

は;e，....各自持替を. (砧育館には用意しで
ありまぜん/)

3 月 26日〔丹〕午後 1 時~8a寺
4月百日 グ

4月238 ;; 
運動白できる服装で委参加し、上ばき用の運

動ぐつを用意してくだ吉い。 ぽ宮内は土足融

担当体育課習穏31-3060 禁です。〉競技場内で自動貴は禁止です.



小説・文学

光飽〈友よ 高樹のぷ子

私生活 神宮拓郎

乱離骨!Ti'鬼胎草 野坂昭如

i記事はあした 田辺宅子

I誌賄辞典 藤本義一

'主りのとき 三浦呆門

七三姉昧探槙七E 罪111次銘
柄の館 山口洋子

町されヨ三 角I11春樹
夜ilJlけのおやすみ 丸谷才一

君に談開¢時を 花方謙三

亡命旅行者は叫ぴ睦〈 品自殺ift
エレジ} 清水邦:正

木製自飛行構 笈堀正元

鴎外・逆境目人間学 言語ff世主主
円記の中の散揖 吊回孫一

杢こり世界 笠原淳

不在、伝 高楢柏

おとな白匂い 佐野洋

家庭・生活

気ばたらきしてますか塩月弥タぞ子

コYと斜宇田調理事典 河野友畏

革でつくる 諜下雅代

お過しと前菜 小坂禎男

天皇11li下とっておき由諮問原融関
さらば、努ま胃よ 寺山寝間

笑うかどで遼捕するf 筏回 目耳

潟県内事記 前久夫

社会制宇・その他

事になる世物園掛 田中孝治

日本経昨・再発農の条件松ノ'k~ú先
発達。芽、非行の芽 清朝晴雄

性格分析 ノj、IlItぜんと
アレノレギー由話 宮本昭疋

曲舗と鹿轄の宇宙 亀童雄第

笥設と文化 関口武

E主流鳥謂 中平解
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ス 4スの苦まさ写真家たち

世界で活躍するスイス出身む若手写真家

に呼びかけて集まった作品138点白グループ。混

とき 3Fl23箆〈金)~27 El (火〕
〈最終日は午惜2時まで〉

ところ梅屋デパート
持労地域づくの課
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カヰパー)~ .パキスタンから

シルクロードを通じて、コネパール、パキス

タY!/)矢口られざる唱力について諮る。

日時 3月18日(日) 13時 30分~17時

・講師 自主山岳協会番員広島三郎J3i

・対象青牢、一般犯人

す詮界のメロディコンサート

相晴、西臨地区の7つの青少年会館を利用
する青草音型サークル自発表金。

日時 3月258CED 12r持30分~16時
・会場平車市中央公民鎗 ι槙理券有り〉

カ青年柔道教室

.8猿 4 月 17日 ~7月31" 毎週火、金曜

日 19時30分~21時

・対車 高担金五以上田青年男女 15人
・スボ-y構響探検 1. 350内

合少年粂・剣道教~

-日程 4 月~60年 3 J'l 毎週火、木、土曜

日く剣道は土曜日空酷<)

・対韓柔道、剣道とも小学校3~6 年

・金費月額1.5倒円(予定〉
-スポーツ損害探険明間 55部門

入場券は、~~舗むとに発売する。なお、 4

!l以掻は、午前9時から当日分者発売する。

女春期特見IJ態「平塚の横物」

・期間 4月 88(毘〉まで
・会場 特日j展示主主

合体館日 毎週月曜日、 3月初日〈火〉、月
末、 4月 1臼〈市制記念日〉

食博物館干254浅罪事町12-41電綴33-5111

-{:r年間参加者会員募集

。土曜観察金

野外で動植物を観揮し、そ自結果をまとめ

て新砲をつくる。原則として、毎月第2、第

4:1二曙日、 13時45封
参加希望者は、 3
のうえ申し込みを。案内害者お送りする。

C地層観瞬金
相模111、酒匂I11や平壇海揮などの石昔、毎
月 1回〈日曙臼〉野外観察し、爾月1侶〈日
曜呂〉にまとめを行至。対象は中学生以上。

罫加帯望者は、 3月末までに関門切手間封

すこども峡閥会

. 3月258(日)1閣寺、 14時 ・3階ホ}ノレ
「鬼がくれ山yパ由花Jカラ-21分
「良寛jカラー11分
F5tてコアラ白轟よJカラ}却分
・4月22日 (ED1昔時、 14時 3潜ホ}ノレ
「ラッジーJカラー1時間40分

会4月からまま録替えを
59年度目図童館利用券由燈認を符うので、
4月以按に利用捧を持参参していただ者たい.
また、 56年度。登録は、 3月いっぱいで有効
期復が切れる. 4fll以後北こ驚鏡替えを。
吉年併司宮臼 在員車月園日、 3月初日 Eソ0 、月
末、 4J'l1日 E市傷鼠，.念臼〉
会E語審輯干お4浅腐町12-11霞態31ー棋15

告



欝会場保健セジター

麹受付午捜 1 時~2時

圏母子鍵躍芋暢Jis;冊 5311ffi1と筆記用
具を持葬 (311'月L主計立Jis;IffiOみ〉
[3f.>、月児1
4月 4a 58年12月 1[j ~lOa'!'. 
4 }1 11日何年12月 11 臼 ~20U'!'.

4月25日 58昨121守 21 日 ~31 臼生

日措児1
4月 5日 56年 2 }1 18~10日生

4月198 56年 2 月 11 日 ~208主主
4月268 56年 2 月 21 日 ~28日生

韓覇髄藍麓聾聾聾轟轟
線対韓 2歳 611'月までの乳拍泡
盛会場平塚時鐘所

麹臼程 4月 2段、 9日、 16Eヨ
麹時閣午前 9時~1α時30分

麹申し込み壇諮で平場探健所 (32

-0130)へ予約するe できるだけ先
に乳幼児歯掛教室の受講を。

第392号(7) 

予隣接種4月カレンダー予防接種の時間
午後1時30分から3時まで。民印
の会場は午世2時から3時まで，

やかちゃん
合平器市長持184-1 沼南いす
ずモーター株式会社平塚器業所に

お勤めの三浦信ーさんく24讃〉と
まずみさんイ22者〉町長女。混在
5かfl半で身長59cm、拡重8旬、
58年 9)130円生まれ。
よいっぱりを斡寝技j(/)さ J々かち
ゃん、おじいちゃんと遊ぶのが楽

しみ。おばあちゃんには風呂へ入

れてもらう自が日課。体格もよく、

かぜもひかず、民者知らずのさや

かちゃん、離乳免もよく食べる。

.ぺJト昇平グ、戸モタ乙

圏第 i期 3回受ける
対象 2歳 (24カりわから4設は8
か月〉までの幼児」なお、接持間隔

は 2凶、3自とも 3遊間から8週間。
鐙第2期 1回受ける
・対象第1期の3呂田が終わって
から 1年以と1年 6か月以内の期間
に受ける。なお、第 l間企早めに受

けて、開2期もなるべく 4歳までに
終了するようにしていただきたい。

[ 4月1
25日 福祉会節、健保会館、
〉災住a公民館

26日 大野公民館、横内公民館、
加北公民館

27日 慌健センタ一、
米中央農協ニUj.，支

4月中に 8か月から鵜1歳になる

お子さんを対象に調<.

事理会場 平器保健所講堂

鐙日時 4月18日午後1時30分から
圏母子健康手憾と筆記用再をき持番

満 1設まで白赤ちゃんならどなた
でも受げられる。内容は、栄襲、生

活、発育など育児に関するζ と。

墨書受昨 今前 9時30分~1O時30分

滋母子館理苧隈を持参

-市役市B会議室毎月第2月曜日
・探鍵センター 毎週水曜日

足掛ぬ公民，MJ
18f1 保怨セYター
閥単j定 BCG接種
【4月】
12H 中原公民館、出金問民民館、
民間附公民館

日付 金目公民館、神託泌氏館、

逮するまでの乳幼児でllCG接聞を
1@)も受けていない人。

関ツベJレクワン撞種

[4月3
10 日 中京公民館、出金日]公民怨、
民間崎公民館

11日 金日公民館、神山公民E官
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家
曜
の
衛
生
害
虫
の
駆
除
と
予
防
を

床下薬剤散布の日程

4月 2r" 主情南町内会、裏宿1ヒ羽J内会
4月 3臼 裏宿東町内会、婆待問iiU内会

4月 4ト .C宿南町内会

4Fj5日 上宿南町内会、よ?宮北町内会
4.F16臼 御殿止耐内会、御殿北町内会
4月 7日 嗣綾南町内会、御殿四町内会

4.F19日 中宿東町内会、中市西町内会
4月10日 一ド宿東町内会、下宿荷町内会
4月11日 下宿西町内虫、下宿北1問J内会

4月12日 新'1日崩向治会、新田丁目治会、
中原下宿自治会

4月比[.1 下宿住宅自治会、上摺住宅自

治会、子白神住宅自治会

4 月 16~17日 東中原問治会

4 月 18 日 ~19日 南原町内会連合会

4月初日 離ケ丘町内会、富士見平町内
会

生活関連物資価格調査
調費生活モニター3D人による 2月の平均価格5す

858Pl 
887月
892F弓
262Pl 
296丹
211月
262f弓

167円

174円
225内
4，866F弓
1，462円

タ有D
上自 1kg 

700U 
薄プ3粉 1切
1 Qノ〈ツク

65m4個入

間 100U
MI0個入
10mB 

18Q配達

問調

酔轄

すラダ油

小麦粉

しよう油

トイレット
Jミーーノ，-

康問

鶏卵

プロパン
灯油

品

t1 

γ 

⑧官公庁、街達、一般の方

oとき 4月 1日仁田)13時~富士銀行前

雨白ときは4月 8臼〈日〉

'問い合わせ商工会議所22-2510

勤労会館32-3355

⑨平塚地区労・間塑{こ所縁の方

詳しい日程については下記へ

平壇地区労31-5249

平思地区間服21-7140

本大会は、 4月258α()18時から市民

センタ」にて予選金通過者によっ亡聞く。

大切にしよう
防犯灯は夜遂行ずる人自安全確蝿や犯罪防

止の役呂をする重要な施設。大切にしよう。

①樹木町枝帯で妨d8'灯の光をさえ古っている

ときは、技を取D払うよヨにしよう。

②石を投げたりして、いたずらをしないよう

にしよう@

<E蛍光管がつかない場合は、 E方犯むについて
いる番号幸市役所虫活安全課へ連結しよ

う.

)(<(ただし、自治晶所帯の防犯灯もあるので、

自治金所有のものは自治虫へ主主轄を。

交通量途謀略話23-1111
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犬、ねこの巡回収容
4月7B (こ主〉 ヰ月14隠 〔土〉
9 '00 神E自公民館 9 '00 松原公民書宮
9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民館
9 '50 畳間公民館 9 '40 花京公民官官
10' 10 掛島公民主宮 10' 00 富士見公民館
10' 30 金問公民館 10 ' 30 中原公民館
10' 50 間崎公民館 10'55 油公民貧富
11 ， 10 金目公民銀 11 ， 15 吉沢公民館
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輔氏 >56< 
簸長とヨシ女
コてこの混乱を静め、つぶれた建

物の中の績員の救出、負場者の手

当て、死亡者j霊族白弔問など、時

静適切な処置をとられた。

次いで、廠内の片付け、復旧自

手だて等、迅速な丸濯をとられる

が、問時に、流言などにおびえる

平塩町民に明るさを与えるべ〈、

廠内のロ-yクや火薬用ミコネラル
ぜヨーを放出した。また、廠内的

発電機を穆繕利用して、馬入から

:rt7K百聞に街殺をつけ、綴内に精
米機を持ちζ ませて精米空し、木

材など収襲した復旧資材の一部も

無償で提供した。

中佐は、乙白地震薯で孟ひキ才的ヨシ

女仁佐草氏20.議〉を亡くされた。

ヨシ女は市内中原の出身で、その

デ目立中佐官舎の陣j伏による圧死で

ある。同女怯、地震と問時に中位。3輿久君に覆いかぶさった。と
たんに賓が事jれ、 2人ともその下

敷きになったカヘ久零は動かD、

ヨシ女は落命した。

ζ 由後、中佐は、久君者連れて

長い間毎朝、その按は命日本犠弾

銭に、中原の!日揮綴寺墓地内ヨシ

女の惑におまいbしていられた。

E文章量 臼井弘〉出布たずねは市

史綴詰ん報〈震童話32-5843)へ，

岸本

主主肇火
人命第…に運営された破長、 E器

fj!rj_1:主のよかった際長であったと伝

える海軍火薬僚第3代滅長 0930

一一一一一一一一一一一一一一一一一一円へ 1935)岸本涜 0885-1976)海

軍造兵中将は、大阪で生まれ、東

京荷国大学で火藁学を学び、海軍

災国間学をと絞て、大正8
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i円相10年11月まで，-1iき続き

肢に勤持していられた。そして

大戦明主化学統!I日出現事長そ白聞

の要職にあり、戦後l主同之宮)I[r/，]

Cう(現寒川間J内〉に三光化学工

業株式会社をJlJj.&し、社長として

向社今日の基を思いた方である。

ζ うした経歴、人柄や功絹につ

いては、脇町52年子!Jr館本軍i盟芳
録」に詳しい。元海軍書記相田良

助さんは、その中へ、岸本続長の

次の美談者寄せていられる。

大正12年 9月 11ヨの関東大地潔

による火薬舷の被害は甚大で、建

物の倒壊・火災硫酸の流出ア

セント伍の次々吃揮発などすさま

じれ厳内は極度に混乱した。

開本民は当時中佐で製造部長で

あった。宜堂のr:w伏によってその
中に務じ込められたが、幸いけが

もな〈自力ではい出すと同時に、

先任中佐として、病中の藤長に代

/勺
/λ

.:rJ'フ場

平語沖

参加資格

高校生以と

φ委参加軒

4争 00OF弓

o巡凶諮程 3月1611(金)1日時-15時高砂醤料
・10時-12時ワロコ製作所・ 13時-15時三協ヒ学
/3月22日(木)1口時-15時三其 10時-12時務
製作所・ 13時-15時そダンプラスチック/3R27日
く火)1α待-15時駅北口/3月29日〈木)lC時-15
時駅北口/4月 2日〈月コ 10時-12時平器共済病
院/4月 3E1 (火) lC時 -15~寺駅兆口/4 月 6 日

〈金)10時-15時 パイロット万年筆/4月 9日仁丹〉
10時---15時駅北口/4月10日(火)10時-15時車
京電力/4月128仁木:)10時-12時県経揮農業協総
選・ 13時-15時鴎島工業

一一~ご協力あむがとうございましたへ一一A

平器室電報電話局77人、問中皇支局95人、ポニ家80
人、殿内工業67入、日産車体76人、平塩中部薬剤師会
123人、しらさぎライ A オYAクラブ161人、向崎
地主主18人、富士見地 轟総 区21人、駅北口158入。

。申し込み

e庄惜郎丸 21-1312 
・EE.三三郎丸 21-1012 
・響楽丸 22-2552 
・豊漁丸 22--5956 
・揖八丸 21-0904 

主儲平壊市観光協金
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